
【一社）京都府農業会議　「１市町村１事例づくり」様式】

１　農業委員会の体制と市町村行政との連携状況

19 人

29 人

5 人

２　地区の特徴、状況、課題

３　委員による継続した話し合いの取組内容 ４　成果（京力農場プランの目標実現に向けた取組内容）

※事例候補（地区連絡会議の単位が望ましい）の選定や作成にあたっては、農業会議の現地推進役と相談してください

○　農地利用最適化推進委員

「地域の現状について率直な意見交換を！」

（　写　真　）

　

　地域計画の概要や目標地図の作成手順について、市職員と農業会議現地推進

役から説明し、農業関係者間での認識の共有を図った。

　農業者の経済的問題についても議論が交わされ、地域農業

を守っていくために、町として特産品を作るべきとの提案も

なされた。

（地区の概要）比較的交通アクセスが良く、駅周辺や国道沿いで市街地の形成が進んでいる一方、新

規就農者による営農が実施されている地域もある。

（地区の課題）一部の若い就農者が農業・地域を活性化させているが、高齢化によって離農者も増加

しており、将来の農地保全に不安が残っている。

○　事務局職員                  

○　市町村行政との連携状況

研修や説明会に市の担当者も出席している。

京都府　亀岡市農業委員会　大井町　意見交換会　

○　農業委員                   

地域で実施される

京都府


